
１　推進状況及び評価

現状値 目標値（R11） 目標数値の考え方 現状値の出典（年次） R６ R７ R８ R９ R10 R11

へき地診療所数（か所） 5 5 現状維持
北海道保健福祉部調査
（令和５年３月末）

5 目標どおり現状維持（５診療所が該当している。）

へき地医療拠点病院数（か所） 1 1 現状維持
北海道保健福祉部調査
（令和５年３月末）

1 目標どおり現状維持（名寄市立総合病院が指定されている。）

２　主な取組の内容等

へき地の診療を支援する医療の機能

・へき地医療拠点病院運営事業（補助金）によるへき地医療体制の整備
（医師派遣、研修の実施等）

・地域医療情報連携ネットワーク構築事業（補助金）による整備

・地域医療支援室運営委員会への参加
           （Ｒ６．７．２６開催）

・道北北部医療連携ネットワーク「ポラリスネットワーク」（ICTシス
テムID-LINK）による医療機関間の診療等の情報（画像・検査・薬歴等）
の共有、遠隔医療の実施。
（ネットワーク医療機関：上川北部のほか宗谷、遠紋圏域の医療機関）

・医療機関及び消防署とのリアルタイムの画像診断システム（ｃａｓｅｌｉｎｅ）
の運用による遠隔救急支援事業を実施

・上川北部医師会病診連携協議会において研修会を実施

・へき地診療所等へ医師派遣が行えるよう、へき地の診療を支援する
医療機関等における医師を確保する必要がある。

・医療機関への通院が困難な住民に対し、通院のための交通手段を
確保する必要がある。

・ICT（通信技術）を応用した画像診断など、遠隔医療の実施に必要な
コンピュータ機器等の整備に対し支援を行い、また、医療機関のICT
活用を推進する必要がある。

・名寄市立総合病院では、へき地に医師派遣を行いサテライト診療や
日当直業務を行っているが、医師の働き方改革（時間外勤務時間の
上限規制）を考慮する必要がある。

・地域医療を構築維持するための特別支援的交付金（医療従事者支
援・体制環境整備などのため活用可能な形で。）が必要との意見があ
る。

・へき地診療所等への医師派遣、へき地医療拠点病院が行うへき地医
療支援活動等に対して支援する。

・遠隔医療や診療情報の共有ネットワーク化を行うため、必要な機器等
の整備を行うへき地医療拠点病院などに対して支援する。

・「ポラリスネットワーク」を継続し、利用医療機関、消防署及び介護関係
施設等の拡大を図る。

・ICT活用を推進するとともに、通信機器の技術上の問題等の解消を図
る。

取組の内容 実　　　　績 課　　　　題 今後の方向性

へき地における保健指導
・市町村保健師による無医地区等住民への訪問活動等により実施 ・無医地区等住民の健康の保持・増進を図るため、住民の保健衛生

状態を十分把握し、実情に応じた保健指導を行う必要がある。

へき地における診療の機能

・へき地診療所設備整備事業（補助金）による医療施設設備の整備

・道内医育大学に設置した地域医療支援センターからの医師派遣及び
北海道地域医療対策協議会における医師派遣（紹介）の調整の実施

・道北ドクターヘリ運航調整委員会への参加
　　　　　　　　　（Ｒ６．９．１２　オンライン開催）

・名寄市立総合病院によるドクターカーの運行

・へき地診療所の医師確保や医療従事者の雇用継続のため、収入不足
分などを町一般会計から繰り入れしている。

・へき地診療所の運営を委託している指定管理者に財政支援している。

・へき地診療所、へき地医療拠点病院等の連携により、初期救急医
療及び入院を要する救急医療に適切に対応できる体制の充実を図る
必要がある。

・へき地診療所等における診療の結果、専門的な医療や高度な医療
を要するとされた場合、症状や緊急性に応じ適切な医療機関へ紹介・
搬送する体制を確保する必要がある。

・診療医が不在となり休止しているへき地診療所があり、地域の人口
減少とともにへき地診療所の医師、看護師などの医療従事者や事務
スタッフの確保が課題である。

体 制 整 備

・市町村やへき地診療所等との連携の下、住民の保健衛生状態を十分
把握し、計画的に無医地区等の実情に即した保健指導を実施する。

・へき地診療所等の施設・設備の整備費や運営費に対して支援する。

・「地域医療支援センター」による医師派遣、地域枠医師の配置、ドク
ターバンク事業等により、へき地の診療を支援する医師の確保を図る。

「上川北部圏域地域推進方針」の推進状況　【令和６年度】

　09　へき地医療体制

指標区分 指標名（単位）
地域推進方針における指標 実績数値

令和６年度の評価

上川北部圏域

1


